
(57)【要約】

【課題】引張り強度の向上と引裂き強度の向上との両立

を図ること。

【解決手段】複数の電線２０の端部に露出した露出導体

２２の長手方向を第１方向Ａに沿って揃えると共に各露

出導体２２を第１方向に略直交する第２方向Ｂに並列配

置した状態で、第２方向Ｂに沿って圧力を加えて各露出

導体２２を抵抗溶接して熱圧着端部１０を形成する。圧

力の印加方向における熱圧着端部１０の高さ寸法が、そ

の先端側に向けて順次小さくなるように形成されている

。高さ寸法が比較的小さい先端側の部分で十分な引裂き

強度を得ると共に、高さ寸法が比較的大きい基端側の部

分で十分な引張り強度を得る。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
複 数 の 電 線 の 端 部 に 露 出 し た 露 出 導 体 の 長 手 方 向 を 第 １ 方 向 に 沿 っ て 揃 え る と 共 に 前 記 各
露 出 導 体 を 前 記 第 １ 方 向 に 略 直 交 す る 第 ２ 方 向 に 並 列 配 置 し た 状 態 で 、 前 記 第 ２ 方 向 に 沿
っ て 圧 力 を 加 え て 前 記 各 露 出 導 体 を 熱 圧 着 し た 電 線 の 熱 圧 着 端 部 で あ っ て 、
前 記 第 ２ 方 向 に お け る 高 さ 寸 法 が 、 前 記 第 １ 方 向 に 沿 っ て 異 な っ て い る 電 線 の 熱 圧 着 端 部
。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 電 線 の 熱 圧 着 端 部 で あ っ て 、
最 大 引 裂 き 強 度 に 対 応 さ せ た 相 対 的 に 小 さ な 高 さ 寸 法 の 部 分 と 、 最 大 引 張 り 強 度 に 対 応 さ
せ た 相 対 的 に 大 き な 高 さ 寸 法 の 部 分 と を 有 し て い る 電 線 の 熱 圧 着 端 部 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ 記 載 の 電 線 の 熱 圧 着 端 部 で あ っ て 、
前 記 各 露 出 導 体 を 前 記 第 １ 方 向 に 沿 っ て 一 方 側 に 指 向 さ せ た 態 様 で 、 前 記 各 露 出 導 体 が 熱
圧 着 さ れ 、
基 端 部 側 に お け る 高 さ 寸 法 が 相 対 的 に 大 き く 、 先 端 部 側 に お け る 高 さ 寸 法 が 相 対 的 に 小 さ
い 、 電 線 の 熱 圧 着 端 部 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 電 線 の 熱 圧 着 端 部 で あ っ て 、
基 端 部 側 か ら 先 端 部 側 に 向 う に 従 っ て 順 次 高 さ 寸 法 が 小 さ く な る よ う に 設 定 さ れ た 、 電 線
の 熱 圧 着 端 部 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ ～ 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の 電 線 の 熱 圧 着 端 部 で あ っ て 、
前 記 第 １ 方 向 に 沿 っ て 部 分 的 に 、 高 さ 寸 法 が 一 定 で あ る 平 坦 な 部 分 に 形 成 さ れ て い る 、 電
線 の 熱 圧 着 端 部 。
【 請 求 項 ６ 】
複 数 の 電 線 の 端 部 に 露 出 し た 露 出 導 体 同 士 を 熱 圧 着 す る 電 線 の 熱 圧 着 端 部 の 製 造 方 法 で あ
っ て 、
前 記 各 露 出 導 体 の 長 手 方 向 を 第 １ 方 向 に 沿 っ て 揃 え る と 共 に 前 記 各 露 出 導 体 を 前 記 第 １ 方
向 に 略 直 交 す る 第 ２ 方 向 に 並 列 配 置 す る 工 程 と 、
配 列 配 置 さ れ た 前 記 各 露 出 導 体 に 対 し て 前 記 第 ２ 方 向 に 沿 っ て 圧 力 を 加 え て 前 記 各 露 出 導
体 同 士 を 熱 圧 着 し て 熱 圧 着 端 部 を 形 成 す る 工 程 と 、
を 備 え 、
前 記 熱 圧 着 端 部 を 形 成 す る 工 程 に お い て は 、 前 記 熱 圧 着 端 部 の 前 記 第 ２ 方 向 に お け る 高 さ
寸 法 が 、 前 記 第 １ 方 向 に 沿 っ て 異 な る よ う に 、 前 記 各 露 出 導 体 に 圧 力 を 加 え る 、 電 線 の 熱
圧 着 端 部 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
複 数 の 電 線 の 端 部 に 露 出 し た 露 出 導 体 同 士 を 熱 圧 着 す る た め の 電 線 の 熱 圧 着 端 部 の 製 造 装
置 で あ っ て 、
複 数 の 電 線 の 端 部 に 露 出 し た 露 出 導 体 の 長 手 方 向 を 第 １ 方 向 に 沿 っ て 揃 え る と 共 に 前 記 各
露 出 導 体 を 前 記 第 １ 方 向 に 略 直 交 す る 第 ２ 方 向 に 並 列 配 置 し た 状 態 で 、 前 記 第 ２ 方 向 に 沿
っ て 圧 力 を 加 え て 前 記 各 露 出 導 体 を 熱 圧 着 す る た め の 一 対 の 加 圧 部 を 備 え 、
前 記 一 対 の 加 圧 部 が 近 接 移 動 し て 前 記 各 露 出 導 体 に 圧 力 を 加 え た 状 態 で 、 一 方 側 の 前 記 加
圧 部 の 加 圧 面 と 他 方 側 の 前 記 加 圧 部 の 加 圧 面 と は 、 前 記 第 １ 方 向 に 沿 っ て 不 均 等 な 距 離 を
保 つ 電 線 の 熱 圧 着 端 部 の 製 造 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 ７ 記 載 の 電 線 の 熱 圧 着 端 部 の 製 造 装 置 で あ っ て 、
前 記 一 対 の 加 圧 部 の 前 記 各 加 圧 面 の う ち 少 な く と も 一 部 が 、 凹 凸 面 に 形 成 さ れ た 、 電 線 の
熱 圧 着 端 部 の 製 造 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
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【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 複 数 の 電 線 の 端 部 に 露 出 し た 露 出 導 体 同 士 を 相 互 に 熱 圧 着 す る 技 術 に 関 す る
。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
ワ イ ヤ ー ハ ー ネ ス に お け る 分 岐 部 分 等 に お い て 複 数 の 電 線 を 相 互 接 続 す る 技 術 と し て 、 複
数 の 電 線 の 端 部 で 被 覆 を 除 去 し 、 露 出 し た 導 体 同 士 を 接 合 す る よ う に し た も の が あ る （ 特
許 文 献 １ 及 び 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の よ う な 技 術 は 、 ジ ョ イ ン ト 圧 着 端 子 の よ う な 端 子 を 用 い る こ と な く 且 つ 導 体 間 の 接 触
抵 抗 も 低 く す る こ と が で き る こ と か ら 、 近 年 多 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
具 体 的 に は 、 例 え ば 特 許 文 献 ２ で は 、 図 １ １ 及 び 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 接 続 す べ き 電 線 ２
０ ０ の 露 出 導 体 ２ ０ １ 同 士 を 上 下 電 極 ２ １ ０ ， ２ １ １ 間 に 挟 込 み 、 適 当 な 圧 力 を 加 え な が
ら 電 極 ２ １ ０ ， ２ １ １ 間 に 通 電 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ れ に よ り 、 圧 力 と 露 出 導 体 部 分 に 発 生 す る 抵 抗 熱 と で 露 出 導 体 ２ ０ １ 相 互 を 熱 圧 着 し て
熱 圧 着 端 部 ２ ０ ２ を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ３ － １ ４ ６ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 ６ － １ ３ ２ ０ ４ １ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ で 、 上 述 の よ う に 露 出 導 体 同 士 を 熱 圧 着 し て 接 続 し た 電 線 に つ い て 、 ワ イ ヤ ー ハ ー
ネ ス 組 立 作 業 時 等 に 十 分 に 耐 え 得 る 強 度 が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
接 合 さ れ た 導 体 の 強 度 評 価 を 行 う 試 験 と し て は 、 例 え ば 、 引 裂 き 強 度 試 験 と 引 張 り 強 度 試
験 と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
引 裂 き 強 度 試 験 で は 、 図 １ ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 各 電 線 ２ ０ ０ を 互 い に 反 対 方 向 に 引 張
り 、 熱 圧 着 端 部 ２ ０ ２ が 引 裂 か れ る ま で の 強 度 を 調 べ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 引 張 り 強 度 試 験 で は 、 図 １ ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 熱 圧 着 端 部 ２ ０ ２ か ら 基 端 側 へ
引 抜 く 方 向 へ 所 定 の 電 線 ２ ０ ０ を 引 張 り 、 引 抜 か れ る ま で の 強 度 を 調 べ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ こ で 、 発 明 者 が 実 際 に 抵 抗 溶 接 に よ り 熱 圧 着 さ れ た 熱 圧 着 端 部 ２ ０ ２ の 引 裂 き 強 度 試 験
及 び 引 張 り 強 度 試 験 を 行 っ た と こ ろ 、 引 裂 き 強 度 及 び 引 張 り 強 度 と 、 熱 圧 着 端 部 ２ ０ ２ の
圧 力 印 加 方 向 に お け る 高 さ 寸 法 Ｈ と の 間 に 所 定 の 関 係 が あ る こ と を 見 出 し た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
す な わ ち 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 熱 圧 着 端 部 ２ ０ ２ の 高 さ 寸 法 Ｈ が 大 き く な る と （ 高 さ 寸
法 Ｂ 参 照 ） 引 裂 き 強 度 が 比 較 的 小 さ く な る と 共 に 引 張 り 強 度 が 比 較 的 大 き く な る 一 方 、 熱
圧 着 端 部 ２ ０ ２ の 高 さ 寸 法 Ｈ が 小 さ く な る と （ 高 さ 寸 法 Ｃ 参 照 ） 逆 に 引 裂 き 強 度 が 比 較 的
大 き く な る と 共 に 引 張 り 強 度 が 比 較 的 小 さ く な る 傾 向 に あ る こ と が わ か っ た 。 ま た 、 そ れ
ら の 中 間 程 度 の 高 さ 寸 法 に 設 定 し た 場 合 に は （ 高 さ 寸 法 Ａ 参 照 ） 、 引 張 り 強 度 と 引 裂 き 強
度 と が 比 較 的 低 下 し て し ま う こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ の よ う に 、 引 張 り 強 度 を 最 も 大 き く で き る 熱 圧 着 端 部 ２ ０ ２ の 高 さ 寸 法 Ｈ と 、 引 裂 き 強
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度 を 最 も 大 き く で き る 熱 圧 着 端 部 ２ ０ ２ の 高 さ 寸 法 Ｈ と は 異 な っ て お り 、 引 張 り 強 度 の 向
上 と 引 裂 き 強 度 の 向 上 と を 両 立 さ せ る こ と は 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
そ こ で 、 こ の 発 明 の 課 題 は 、 引 張 り 強 度 の 向 上 と 引 裂 き 強 度 の 向 上 と の 両 立 を 図 る こ と が
可 能 な 技 術 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す べ く 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 複 数 の 電 線 の 端 部 に 露 出 し た 露 出 導 体 の
長 手 方 向 を 第 １ 方 向 に 沿 っ て 揃 え る と 共 に 前 記 各 露 出 導 体 を 前 記 第 １ 方 向 に 略 直 交 す る 第
２ 方 向 に 並 列 配 置 し た 状 態 で 、 前 記 第 ２ 方 向 に 沿 っ て 圧 力 を 加 え て 前 記 各 露 出 導 体 を 熱 圧
着 し た 電 線 の 熱 圧 着 端 部 で あ っ て 、 前 記 第 ２ 方 向 に お け る 高 さ 寸 法 が 、 前 記 第 １ 方 向 に 沿
っ て 異 な っ て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
請 求 項 ２ 記 載 の よ う に 、 最 大 引 裂 き 強 度 に 対 応 さ せ た 相 対 的 に 小 さ な 高 さ 寸 法 の 部 分 と 、
最 大 引 張 り 強 度 に 対 応 さ せ た 相 対 的 に 大 き な 高 さ 寸 法 の 部 分 と を 有 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
請 求 項 ３ 記 載 の よ う に 、 前 記 各 露 出 導 体 を 前 記 第 １ 方 向 に 沿 っ て 一 方 側 に 指 向 さ せ た 態 様
で 、 前 記 各 露 出 導 体 が 熱 圧 着 さ れ 、 基 端 部 側 に お け る 高 さ 寸 法 が 相 対 的 に 大 き く 、 先 端 部
側 に お け る 高 さ 寸 法 が 相 対 的 に 小 さ く し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
請 求 項 ４ 記 載 の よ う に 、 基 端 部 側 か ら 先 端 部 側 に 向 う に 従 っ て 順 次 高 さ 寸 法 が 小 さ く な る
よ う に 設 定 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
請 求 項 ５ 記 載 の よ う に 、 前 記 第 １ 方 向 に 沿 っ て 部 分 的 に 、 高 さ 寸 法 が 一 定 で あ る 平 坦 な 部
分 に 形 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
請 求 項 ６ 記 載 の 発 明 は 、 数 の 電 線 の 端 部 に 露 出 し た 露 出 導 体 同 士 を 熱 圧 着 す る 電 線 の 熱 圧
着 端 部 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 前 記 各 露 出 導 体 の 長 手 方 向 を 第 １ 方 向 に 沿 っ て 揃 え る と 共 に
前 記 各 露 出 導 体 を 前 記 第 １ 方 向 に 略 直 交 す る 第 ２ 方 向 に 並 列 配 置 す る 工 程 と 、 配 列 配 置 さ
れ た 前 記 各 露 出 導 体 に 対 し て 前 記 第 ２ 方 向 に 沿 っ て 圧 力 を 加 え て 前 記 各 露 出 導 体 同 士 を 熱
圧 着 し て 熱 圧 着 端 部 を 形 成 す る 工 程 と 、 を 備 え 、 前 記 熱 圧 着 端 部 を 形 成 す る 工 程 に お い て
は 、 前 記 熱 圧 着 端 部 の 前 記 第 ２ 方 向 に お け る 高 さ 寸 法 が 、 前 記 第 １ 方 向 に 沿 っ て 異 な る よ
う に 、 前 記 各 露 出 導 体 に 圧 力 を 加 え る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
請 求 項 ７ 記 載 の 発 明 は 、 複 数 の 電 線 の 端 部 に 露 出 し た 露 出 導 体 同 士 を 熱 圧 着 す る た め の 電
線 の 熱 圧 着 端 部 の 製 造 装 置 で あ っ て 、 複 数 の 電 線 の 端 部 に 露 出 し た 露 出 導 体 の 長 手 方 向 を
第 １ 方 向 に 沿 っ て 揃 え る と 共 に 前 記 各 露 出 導 体 を 前 記 第 １ 方 向 に 略 直 交 す る 第 ２ 方 向 に 並
列 配 置 し た 状 態 で 、 前 記 第 ２ 方 向 に 沿 っ て 圧 力 を 加 え て 前 記 各 露 出 導 体 を 熱 圧 着 す る た め
の 一 対 の 加 圧 部 を 備 え 、 前 記 一 対 の 加 圧 部 が 近 接 移 動 し て 前 記 各 露 出 導 体 に 圧 力 を 加 え た
状 態 で 、 一 方 側 の 前 記 加 圧 部 の 加 圧 面 と 他 方 側 の 前 記 加 圧 部 の 加 圧 面 と は 、 前 記 第 １ 方 向
に 沿 っ て 不 均 等 な 距 離 を 保 つ も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ の 場 合 、 請 求 項 ８ 記 載 の よ う に 、 前 記 一 対 の 加 圧 部 の 前 記 各 加 圧 面 の う ち 少 な く と も 一
部 が 、 凹 凸 面 に 形 成 さ れ て い る と よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
｛ 第 １ の 実 施 の 形 態 ｝
以 下 、 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 電 線 の 熱 圧 着 端 部 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 １ は 電 線 の 熱 圧 着 端 部 の 一 製 造 工 程 を 示 す 図 で あ り 、 図 ２ は 熱 圧 着 端 部 を 示 す 側 面 図 で
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あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ の 熱 圧 着 端 部 １ ０ は 、 複 数 の 電 線 ２ ０ の 端 部 に お い て 被 覆 部 を 除 去 し て 所 定 長 の 露 出 導
体 ２ ２ を 形 成 し 、 こ の 各 露 出 導 体 ２ ２ 同 士 を 相 互 に 熱 溶 着 す る こ と に よ り 形 成 さ れ る 。 そ
し て 、 熱 圧 着 端 部 １ ０ の 高 さ 寸 法 が 、 そ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 異 な る よ う に な っ て い る 。 こ
こ で 熱 圧 着 端 部 １ ０ の 高 さ 寸 法 は 、 熱 溶 着 前 の 各 露 出 導 体 ２ ２ の 並 列 配 置 方 向 の 高 さ 寸 法
で 定 義 さ れ 、 熱 圧 着 す る 際 に お け る 圧 力 の 印 加 方 向 と 略 同 じ で あ る 。 こ の 実 施 の 形 態 で は
、 熱 圧 着 端 部 １ ０ の 高 さ 寸 法 が 、 そ の 先 端 側 に 向 う に 従 っ て 順 次 小 さ く な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
こ の 熱 圧 着 端 部 １ ０ の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る と 、 ま ず 、 熱 溶 着 す る に あ た っ て 、 上 記
各 露 出 導 体 ２ ２ は 、 そ の 長 手 方 向 を 所 定 の 第 １ 方 向 Ａ （ 図 １ 参 照 ） に 揃 え て 配 置 さ れ る 。
ま た 、 各 露 出 導 体 ２ ２ は 、 前 記 第 １ 方 向 Ａ に 対 し て 略 直 交 す る 所 定 の 第 ２ 方 向 Ｂ （ 図 １ 参
照 ） に 並 列 配 置 さ れ る 。 ま た 、 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 各 露 出 導 体 ２ ２ を 上 記 第 １ 方 向 Ａ に
沿 っ て 一 方 側 （ 図 ２ の 右 側 ） に 指 向 さ せ て い る 。 も っ と も 、 一 部 の 露 出 導 体 ２ ２ が 他 と 反
対 側 （ 図 ２ の 左 側 ） に 指 向 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の 状 態 で 、 並 列 配 置 さ れ た 各 露 出 導 体 ２ ２ に 対 し て 前 記 第 ２ 方 向 Ｂ に 沿 っ て 圧 力 を 加 え
る 。 こ こ で は 、 一 対 の 加 圧 部 と し て の 加 圧 電 極 ３ ０ ， ３ ２ 間 に 、 各 露 出 導 体 ２ ２ を 挟 込 む
よ う に し て 、 当 該 各 露 出 導 体 ２ ２ に 対 し て 圧 力 を 加 え る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
こ こ で 用 い ら れ る 一 方 側 （ 図 １ の 上 側 ） の 加 圧 電 極 ３ ０ の 加 圧 面 ３ １ は 、 各 露 出 導 体 ２ ２
の 先 端 側 に 向 け て 、 他 方 側 の 加 圧 電 極 ３ ２ の 加 圧 面 ３ ３ に 近 接 す る 方 向 へ 傾 斜 し て い る 。
従 っ て 、 両 加 圧 電 極 ３ ０ ， ３ ２ を 近 接 移 動 さ せ て そ れ ら の 加 圧 面 ３ １ ， ３ ３ の 間 に 各 露 出
導 体 ２ ２ を 挟 み 込 み 圧 力 を 加 え た 状 態 で は 、 各 露 出 導 体 ２ ２ の 先 端 側 に 向 け て 加 圧 面 ３ １
， ３ ３ の 距 離 が 順 次 小 さ く な る よ う に な っ て い る 。 換 言 す れ ば 、 圧 力 を 加 え た 状 態 で 、 一
対 の 加 圧 面 ３ １ ， ３ ２ と は 、 第 １ 方 向 Ａ に 沿 っ て 不 均 等 な 距 離 を 保 っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
そ し て 、 一 対 の 加 圧 電 極 ３ ０ の 間 に 各 露 出 導 体 ２ ２ を 挟 込 ん だ 状 態 で 、 一 対 の 加 圧 電 極 ３
０ ， ３ ２ 間 に 所 定 の 電 圧 を 印 加 す る 。 こ れ に よ り 、 各 露 出 導 体 ２ ２ に 電 流 が 流 れ て 抵 抗 熱
が 発 生 す る 。 こ の 抵 抗 熱 と 加 圧 力 に よ り 、 各 露 出 導 体 ２ ２ が 第 ２ 方 向 Ｂ に 沿 っ て 積 重 ね ら
れ た 状 態 で 熱 圧 着 さ れ る こ と と な る 。 な お 、 こ の よ う に 各 露 出 導 体 ２ ２ を 抵 抗 溶 接 す る 代
り に 、 上 記 加 圧 電 極 ３ ０ ， ３ ２ と 同 様 構 成 の チ ッ プ と ア ン ビ ル と を 用 い て 超 音 波 及 び 加 圧
に よ り 、 熱 溶 着 （ 超 音 波 溶 着 ） す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ れ に よ り 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 上 記 第 ２ 方 向 Ｂ に お け る 高 さ 寸 法 が 前 記 第 １ 方 向 Ａ に 沿
っ て 異 な る 熱 圧 着 端 部 １ ０ 、 よ り 具 体 的 に は 、 熱 圧 着 端 部 １ ０ の 高 さ 寸 法 が 、 そ の 先 端 側
に 向 う に 従 っ て 順 次 小 さ く な る 熱 圧 着 端 部 １ ０ が 製 造 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 電 線 ２ ０ の 熱 圧 着 端 部 １ ０ に よ る と 、 そ の 第 ２ 方 向 Ｂ に お け る 高
さ 寸 法 が 第 １ 方 向 Ａ に 沿 っ て 異 な っ て い る た め 、 高 さ 寸 法 が 相 対 的 に 小 さ い 部 分 で 十 分 な
引 裂 き 強 度 を 得 る と 共 に 、 高 さ 寸 法 が 相 対 的 に 大 き い 部 分 で 十 分 な 引 張 り 強 度 を 得 る こ と
が で き 、 引 張 り 強 度 の 向 上 と 引 裂 き 強 度 の 向 上 と の 両 立 を 図 る こ と が で き る 。 こ れ に よ り
、 例 え ば 、 ワ イ ヤ ー ハ ー ネ ス の 組 立 作 業 の 際 で も 、 引 抜 き や 引 裂 き を 懸 念 す る こ と な く 安
心 し て 組 立 を 行 え る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
な お 、 熱 圧 着 端 部 １ ０ の 高 さ 寸 法 が 、 各 露 出 導 体 ２ ２ の 先 端 側 に 向 う に 従 っ て 順 次 大 き く
な る 形 状 で あ っ て も よ い し 、 ま た 、 基 端 部 及 び 先 端 部 で 相 対 的 に 高 さ 寸 法 が 小 さ く 中 間 部
で 高 さ 寸 法 が 相 対 的 に 大 き く な っ て い て も よ い し 、 ま た 、 そ の 逆 に 基 端 部 及 び 先 端 部 で 相
対 的 に 高 さ 寸 法 が 大 き く 中 間 部 で 高 さ 寸 法 が 相 対 的 に 小 さ く な っ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
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ま た 、 熱 圧 着 端 部 １ ０ は 、 同 条 件 の 複 数 の 露 出 導 体 ２ ２ を 図 １ １ 及 び 図 １ ２ に 示 す 方 法 に
て 圧 着 し て 、 引 裂 き 強 度 及 び 引 張 り 強 度 を 試 験 し 、 最 大 引 裂 き 強 度 を 得 る こ と が で き る 相
対 的 に 小 さ な 高 さ 寸 法 （ 図 １ ４ の Ｃ 参 照 ） の 部 分 と 、 最 大 引 張 り 強 度 を 得 る こ と が で き る
相 対 的 に 大 き な 高 さ 寸 法 （ 図 １ ４ の Ｂ 参 照 ） の 部 分 と を 有 し て い る こ と が 好 ま し い 。 当 該
相 対 的 に 小 さ な 高 さ 寸 法 の 部 分 で 比 較 的 十 分 な 引 裂 き 強 度 を 得 る こ と が で き 、 相 対 的 に 大
き な 高 さ 寸 法 の 部 分 で 比 較 的 十 分 な 引 張 り 強 度 を 得 る こ と が で き る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
例 え ば 、 熱 圧 着 端 部 １ ０ の 先 端 部 を 、 最 大 引 裂 き 強 度 に 対 応 さ せ た 相 対 的 に 小 さ な 高 さ 寸
法 に 形 成 し 、 熱 圧 着 端 部 １ ０ の 基 端 部 を 、 最 大 引 張 り 強 度 に 対 応 さ せ た 相 対 的 に 大 き な 高
さ 寸 法 に 形 成 す る と よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
さ ら に 、 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 一 方 側 の 加 圧 電 極 ３ ０ の 加 圧 面 ３ １ の み を 傾 斜 さ せ て い る
が 、 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 一 対 の 加 圧 電 極 ３ ０ Ｂ ， ３ ２ Ｂ の 双 方 の 加 圧 面 ３ １ Ｂ ，
３ ３ Ｂ を 傾 斜 さ せ る よ う に し て も よ い 。 こ の 場 合 、 加 圧 面 ３ １ Ｂ ， ３ ３ Ｂ の 傾 斜 を 考 慮 し
て 、 製 造 後 の 熱 圧 着 端 部 １ ０ Ｂ が 最 大 引 裂 き 強 度 に 対 応 さ せ た 相 対 的 に 小 さ な 高 さ 寸 法 の
部 分 と 、 最 大 引 張 り 強 度 に 対 応 さ せ た 相 対 的 に 大 き な 高 さ 寸 法 の 部 分 と を 有 す る よ う に 設
定 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
さ ら に 、 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 一 方 側 の 加 圧 電 極 ３ ０ の 加 圧 面 ３ １ の 全 体 を 傾 斜 さ せ て い
る が 、 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 す よ う に 、 一 方 側 の 加 圧 電 極 ３ ０ Ｃ の 加 圧 面 ３ １ Ｃ の 一 部 を 傾 斜
さ せ た 傾 斜 加 圧 面 ３ １ Ｃ ａ に 形 成 し 、 そ の 他 の 部 分 を 他 方 側 の 加 圧 電 極 ３ ２ Ｃ の 加 圧 面 ３
３ Ｃ と 略 平 行 な 平 坦 加 圧 面 ３ １ Ｃ ｂ に 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
こ の 場 合 、 熱 圧 着 端 部 １ ０ Ｃ の 先 端 部 は 、 高 さ 寸 法 が 一 定 で あ る 平 坦 な 部 分 に 形 成 さ れ 、
熱 圧 着 端 部 １ ０ Ｃ の 基 端 部 は 先 端 側 に 向 け て 順 次 高 さ 寸 法 が 小 さ く な る 部 分 に 形 成 さ れ る
。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ま た 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 一 対 の 加 圧 電 極 ３ ０ Ｄ の う ち 少 な く と も 一 部 が 凹 凸 面 に 形 成 さ
れ て い て も よ い 。 図 ７ に お け る 加 圧 電 極 ３ ０ Ｄ で は 、 図 ５ に 示 す 加 圧 電 極 ３ ０ Ｃ の 平 坦 加
圧 面 ３ １ Ｃ ｂ に 対 応 す る 部 分 を ロ ー レ ッ ト 切 り し て 凹 凸 面 ３ １ Ｄ ｂ に 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
こ の よ う に 加 圧 電 極 ３ ０ Ｄ に 凹 凸 面 ３ １ Ｄ ｂ を 形 成 し た 構 成 に あ っ て は 、 一 対 の 加 圧 電 極
３ ０ Ｄ ， ３ ２ Ｄ 間 に 各 露 出 導 体 ２ ２ を 挟 込 ん だ 際 に 、 当 該 凹 凸 面 ３ １ Ｄ ｂ に よ っ て 加 圧 面
３ １ Ｄ と 露 出 導 体 ２ ２ と の 間 で の 滑 り 止 め が 図 ら れ る 。 こ れ に よ り 、 加 圧 面 ３ １ Ｄ に 対 す
る 露 出 導 体 ２ ２ の ず れ が 防 止 さ れ 、 熱 圧 着 端 部 １ ０ Ｃ を よ り 確 実 に 所 望 の 形 状 に 形 成 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
な お 、 そ の 他 、 図 ８ （ ａ ） 及 び 図 ８ （ ｂ ） に 示 す 加 圧 電 極 ３ ０ Ｅ の よ う に 、 凹 条 部 と 突 条
部 と を 各 露 出 導 体 ２ ２ の 延 在 方 向 に 沿 っ て 交 互 に 形 成 す る こ と に よ り 凹 凸 面 ３ １ Ｅ ａ に 形
成 し た り 、 或 は 、 若 干 大 き め の 凹 条 部 と 突 条 部 と を 波 状 に 形 成 す る こ と に よ り 凹 凸 面 に 形
成 し た 構 成 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
勿 論 、 図 １ 及 び 図 ３ に 示 す 加 圧 電 極 ３ ０ ， ３ ２ ， ３ ０ Ｂ ， ３ ２ Ｂ の 全 体 又 は そ の 部 分 的 に
凹 凸 面 を 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
実 施 例 ．
本 発 明 者 ら は 実 際 に 熱 圧 着 端 部 １ ０ ， ２ ０ ２ を 製 造 し た 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
即 ち 、 電 線 ５ 本 を 準 備 し 、 各 電 線 の 端 部 の 絶 縁 被 覆 を １ ３ ｍ ｍ に 亘 っ て 除 去 し 露 出 導 体 ２
２ を 形 成 し た 。
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【 ０ ０ ４ ４ 】
そ し て 、 図 １ １ に 示 す 上 下 電 極 ２ １ ０ ， ２ １ １ と し て 、 幅 ２ ｍ ｍ 長 さ ８ ｍ ｍ の も の を 用 い
、 各 電 線 の 熱 圧 着 を 行 っ た 。 そ し て 、 熱 圧 着 端 部 ２ ０ ２ の 高 さ 寸 法 を 変 化 さ せ て 最 大 引 裂
き 強 度 及 び 最 大 引 張 り 強 度 を 試 験 し た と こ ろ 、 最 大 引 張 り 強 度 を 得 る こ と が で き る 高 さ 寸
法 は １ ． ２ ｍ ｍ で あ り 、 最 大 引 裂 き 強 度 を 得 る こ と が で き る 高 さ 寸 法 は ０ ． ９ ｍ ｍ で あ る
こ と が わ か っ た 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
そ こ で 、 加 圧 面 ３ １ の 傾 斜 の 高 さ 差 を ０ ． ３ ｍ ｍ と し た 加 圧 電 極 ３ ０ を 用 い て 、 熱 圧 着 を
行 い 、 製 造 後 の 熱 圧 着 端 部 １ ０ の 先 端 部 分 の 高 さ 寸 法 が ０ ． ９ ｍ ｍ と な り 、 そ の 基 端 側 部
分 の 高 さ 寸 法 が １ ． ２ ｍ ｍ と な る よ う に し た 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
こ れ に よ り 、 十 分 な 引 張 り 強 度 及 び 十 分 な 引 裂 き 強 度 を 持 つ 熱 圧 着 端 部 １ ０ を 製 造 す る こ
と が で き た 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
｛ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ｝
こ の 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 電 線 の 熱 圧 着 端 部 １ １ ０ に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 本
実 施 の 形 態 の 説 明 に お い て 、 上 記 第 １ の 実 施 の 形 態 に お い て 説 明 し た も の と 同 様 構 成 要 素
に つ い て は 、 同 一 符 号 を 付 し て そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
図 ９ は 電 線 の 熱 圧 着 端 部 の 一 製 造 工 程 を 示 す 図 で あ り 、 図 １ ０ は 熱 圧 着 端 部 を 示 す 側 面 図
で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
こ の 熱 圧 着 端 部 １ １ ０ は 、 そ の 基 端 側 部 分 が 長 手 方 向 （ 第 １ 方 向 Ａ ） に 沿 っ て 所 定 長 に 亘
っ て 高 さ 寸 法 が 一 定 な 平 坦 部 分 で あ り か つ 相 対 的 に 高 さ 寸 法 が 大 き い 部 分 １ １ ０ ｂ に 形 成
さ れ る と 共 に 、 そ の 先 端 側 部 分 が 長 手 方 向 （ 第 １ 方 向 Ａ ） に 沿 っ て 所 定 長 に 亘 っ て 高 さ 寸
法 が 一 定 な 平 坦 部 分 で あ り か つ 相 対 的 に 高 さ 寸 法 が 小 さ い 部 分 １ １ ０ ａ に 形 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ５ ０ 】
こ の う ち 相 対 的 に 高 さ 寸 法 が 小 さ い 先 端 側 の 部 分 １ １ ０ ａ は 、 最 大 引 裂 き 強 度 に 対 応 さ せ
た 高 さ 寸 法 の 部 分 で あ り 、 相 対 的 に 高 さ 寸 法 が 大 き い 基 端 側 の 部 分 １ １ ０ ｂ は 最 大 引 張 り
強 度 に 対 応 さ せ た 高 さ 寸 法 の 部 分 で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
こ の 熱 圧 着 端 部 １ １ ０ を 製 造 す る に あ た っ て は 、 上 記 加 圧 電 極 ３ ０ ， ３ ２ に 代 え て 、 次 の
加 圧 電 極 １ ３ ０ ， １ ３ ２ が 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
即 ち 、 一 方 側 の 加 圧 電 極 １ ３ ０ の 加 圧 面 １ ３ １ の う ち 露 出 導 体 ２ ２ の 先 端 側 部 分 を 加 圧 す
る 凸 加 圧 面 １ ３ １ ａ は 、 露 出 導 体 ２ ２ の 基 端 側 部 分 を 加 圧 す る 凹 加 圧 面 １ ３ １ ｂ よ り も 段
部 を 介 し て 突 出 し た 形 状 と な っ て い る 。 凸 加 圧 面 １ ３ １ ａ と 凹 加 圧 面 １ ３ １ ｂ と の 高 さ 寸
法 差 は 、 上 記 先 端 側 の 部 分 １ １ ０ ａ と 基 端 側 の 部 分 １ １ ０ ｂ と の 高 さ 寸 法 差 と 略 一 致 し て
い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
な お 、 他 方 側 の 加 圧 電 極 １ ３ ２ は 、 上 記 加 圧 電 極 ３ ２ と 同 様 に 全 体 に 亘 っ て 平 坦 な 加 圧 面
１ ３ ３ を 有 し て い る 。 勿 論 、 こ の 他 方 側 の 加 圧 電 極 １ ３ ２ に つ い て も 、 上 記 加 圧 電 極 １ ３
０ と 同 様 に 一 部 を 他 部 よ り 突 出 さ せ た 形 状 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
そ し て 、 一 対 の 加 圧 電 極 １ ３ ０ ， １ ３ ２ を 用 い て 、 上 記 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に し て 、
複 数 の 電 線 ２ ０ の 露 出 導 体 ２ ２ を 熱 溶 着 す る と 、 図 ９ に 示 す 熱 圧 着 端 部 １ １ ０ が 製 造 さ れ
る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
こ の よ う に 構 成 さ れ た 熱 圧 着 端 部 １ １ ０ に よ る と 、 そ の 第 ２ 方 向 Ｂ に お け る 高 さ 寸 法 が 第
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１ 方 向 Ａ に 沿 っ て 異 な っ て い る た め 、 即 ち 、 そ の 基 端 側 部 分 が 相 対 的 に 高 さ 寸 法 が 大 き い
部 分 １ １ ０ ｂ に 形 成 さ れ る と 共 に 、 そ の 先 端 側 部 分 が 相 対 的 に 高 さ 寸 法 が 小 さ い 部 分 １ １
０ ａ に 形 成 さ れ て い る た め 、 高 さ 寸 法 が 相 対 的 に 小 さ い 部 分 １ １ ０ ａ で 十 分 な 引 裂 き 強 度
を 得 る と 共 に 、 高 さ 寸 法 が 相 対 的 に 大 き い 部 分 １ １ ０ ｂ で 十 分 な 引 張 り 強 度 を 得 る こ と が
で き 、 引 張 り 強 度 の 向 上 と 引 裂 き 強 度 の 向 上 と の 両 立 を 図 る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、
例 え ば 、 ワ イ ヤ ー ハ ー ネ ス の 組 立 作 業 の 際 で も 、 引 抜 き や 引 裂 き を 懸 念 す る こ と な く 安 心
し て 組 立 を 行 え る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
な お 、 熱 圧 着 端 部 １ １ ０ の 基 端 側 部 分 が 相 対 的 に 高 さ 寸 法 の 小 さ い 部 分 に 、 ま た 、 そ の 先
端 側 部 分 が 相 対 的 に 高 さ 寸 法 の 大 き い 部 分 に 形 成 さ れ て い て も よ い 。 ま た 、 そ の 中 間 部 分
が 他 の 部 分 よ り も 相 対 的 に 高 さ 寸 法 が 大 き く 又 は 小 さ く 形 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
ま た 、 加 圧 電 極 １ ３ ０ の 先 端 側 の 部 分 １ １ ０ ａ 等 に 、 図 ７ や 図 ８ と 同 様 に 凹 凸 を 形 成 し て
も よ い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
実 施 例 ．
本 実 施 の 形 態 に 関 し て 、 本 発 明 者 ら は 、 上 記 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 実 施 例 と 同 様 に 、
実 際 に 熱 圧 着 端 部 １ １ ０ を 製 造 し た 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
こ の 場 合 、 幅 ２ ｍ ｍ 、 長 さ ８ ｍ ｍ の 加 圧 電 極 １ ３ ０ ， １ ３ ２ を 用 い た 。 ま た 、 加 圧 電 極 １
３ ０ の 加 圧 面 １ ３ １ の 凹 加 圧 面 １ ３ １ ｂ と 凸 加 圧 面 １ ３ １ ａ と の 高 さ 寸 法 差 を ０ ． ３ ｍ ｍ
と し た 。 ま た 、 第 １ 方 向 Ａ （ 熱 圧 着 端 部 １ １ ０ の 長 手 方 向 ） に お け る 凹 加 圧 面 １ ３ １ ｂ の
長 さ 寸 法 を １ ． ２ ｍ ｍ 、 同 方 向 に お け る 凸 加 圧 面 １ ３ １ ａ の 長 さ 寸 法 を ０ ． ９ ｍ ｍ に し た
。
【 ０ ０ ６ ０ 】
こ の 加 圧 電 極 １ ３ ０ を 用 い て 熱 圧 着 を 行 い 、 製 造 後 の 熱 圧 着 端 部 １ １ ０ の 先 端 側 の 部 分 の
高 さ 寸 法 が ０ ． ９ ｍ ｍ と な り 、 そ の 基 端 側 の 部 分 の 高 さ 寸 法 が １ ． ２ ｍ ｍ と な る よ う に し
た 。
【 ０ ０ ６ １ 】
こ れ に よ り 、 同 様 に 、 十 分 な 引 張 り 強 度 及 び 十 分 な 引 裂 き 強 度 を 持 つ 熱 圧 着 端 部 １ １ ０ を
製 造 す る こ と が で き た 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 、 こ の 発 明 の 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ５ 記 載 の 電 線 の 熱 圧 着 端 部 に よ る と 、 第 ２ 方
向 に お け る 高 さ 寸 法 が 第 １ 方 向 に 沿 っ て 異 な っ て い る た め 、 高 さ 寸 法 が 相 対 的 に 小 さ い 部
分 で 十 分 な 引 裂 き 強 度 を 得 る と 共 に 、 高 さ 寸 法 が 相 対 的 に 大 き い 部 分 で 十 分 な 引 張 り 強 度
を 得 る こ と が で き 、 引 張 り 強 度 の 向 上 と 引 裂 き 強 度 の 向 上 と の 両 立 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
ま た 、 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 よ り 十 分 な 引 裂 き 強 度 及 び よ り 十 分 な 引 張 り 強 度 を
得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 平 坦 な 部 分 で 十 分 な 引 裂 き 強 度 又 は 引 張 り 強 度 を 得 る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
請 求 項 ６ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 電 線 の 熱 圧 着 端 部 の 第 ２ 方 向 に お け る 高 さ 寸 法 が 第 １ 方 向
に 沿 っ て 異 な っ て い る た め 、 高 さ 寸 法 が 相 対 的 に 小 さ い 部 分 で 十 分 な 引 裂 き 強 度 を 得 る と
共 に 、 高 さ 寸 法 が 相 対 的 に 大 き い 部 分 で 十 分 な 引 張 り 強 度 を 得 る こ と が で き 、 引 張 り 強 度
の 向 上 と 引 裂 き 強 度 の 向 上 と の 両 立 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
請 求 項 ７ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 第 ２ 方 向 に お け る 高 さ 寸 法 が 、 前 記 第 １ 方 向 に 沿 っ て 異 な
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っ て い る 電 線 の 熱 圧 着 端 部 を 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
請 求 項 ８ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 凹 凸 面 に よ っ て 、 加 圧 面 と 露 出 導 体 と の 間 の 滑 り 止 め が 図
ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 電 線 の 熱 圧 着 端 部 の 一 製 造 工 程 を 示 す 図 で あ
る 。
【 図 ２ 】 同 上 の 電 線 の 熱 圧 着 端 部 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 変 形 例 に 係 る 電 線 の 熱 圧 着 端 部 の 一 製 造 工 程 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 変 形 例 に 係 る 電 線 の 熱 圧 着 端 部 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 他 の 変 形 例 に 係 る 電 線 の 熱 圧 着 端 部 の 一 製 造 工 程 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 さ ら に 他 の 変 形 例 に 係 る 電 線 の 熱 圧 着 端 部 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 加 圧 電 極 の 変 形 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 加 圧 電 極 の 他 の 変 形 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 こ の 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 電 線 の 熱 圧 着 端 部 の 一 製 造 工 程 を 示 す 図 で あ
る 。
【 図 １ ０ 】 同 上 の 電 線 の 熱 圧 着 端 部 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 従 来 に お け る 電 線 の 熱 圧 着 端 部 の 一 製 造 工 程 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 従 来 に お け る 電 線 の 熱 圧 着 端 部 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ３ （ ａ ） は 引 裂 き 強 度 試 験 を 説 明 す る た め の 図 で あ り 、 図 １ ３ （ ｂ ） は 引
張 り 強 度 試 験 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 熱 圧 着 部 の 高 さ 寸 法 と 引 裂 き 強 度 及 び 引 抜 き 強 度 と の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ ， １ ０ Ｂ ， １ ０ Ｃ 　 熱 圧 着 端 部
２ ０ 　 電 線
２ ２ 　 露 出 導 体
３ ０ ， ３ ０ Ｂ ， ３ ０ Ｃ ， ３ ０ Ｄ 　 加 圧 電 極
３ １ ， ３ １ Ｂ ， ３ １ Ｃ ， ３ １ Ｄ 　 加 圧 面
３ １ Ｃ ａ 　 傾 斜 加 圧 面
３ １ Ｃ ｂ 　 平 坦 加 圧 面
３ １ Ｄ ｂ ， ３ １ Ｅ ａ 　 凹 凸 面
３ ２ ， ３ ２ Ｂ ， ３ ２ Ｃ 　 加 圧 電 極
３ ３ ， ３ ３ Ｂ ， ３ ３ Ｃ 　 加 圧 面
１ １ ０ 　 熱 圧 着 端 部
１ ３ ０ 　 加 圧 電 極
１ ３ １ 　 加 圧 面
１ ３ １ ａ 　 凸 加 圧 面
１ ３ １ ｂ 　 凹 加 圧 面
１ ３ ２ 　 加 圧 電 極
１ ３ ３ 　 加 圧 面
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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